






る。学習者には「〇〇力をつけてほしい」 、 「〇〇ができるようになってほしい」 、 「〇〇のような問題を考えてほしい」といつも願っている。そして、それを達成するために教材が選択され、教室では読まれるはずである。しかし、現実は教科書に載っている教材を年度初めのシラバスに従ってこな ていく。仮にその教材が差し出している問題を取り出し、学習者と上手く結び いくこと できたとしても、学習者と教材との関係 教材が先行しているために、学習者に本来つけてほしい力が後付けに っ しまうことは、多くの授業者が感じ ところであろう。単発的な授業では「良い授業だし、面白いと思ったけど、系統性は？
　
評価は？」という疑問が必
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られる。語頭以外のハ行はワ行に置き換えたり、 「あう」は「オー」と読んだりする。しかし、一口に古文といっても時代によって音も変化している。 ﹃枕草子﹄冒頭の「春はあけぼの」も ファルゥワアケボノ」であ し、アクセントの位置も異な
＊る
1。古代音の実態は
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いらしい姿に心惹かれて） 」の訳出を求めた時 学習者は「 （王昭君の）かわいらしい姿を誉め 」と答えた。これは「めで（めづ） 」を学習者が他動詞として理解した誤りである。自動詞、他動詞の問

































降の教訓めいたまとめがあるが、こうした心弱き人、つまり「されば～」を実践できない人間の存在について考えているのではないかと思うと、単に教訓というよりはその裏側にある問題を捉え ことができるのではないか。こ 解釈は、他の章段を読むことによって誘発される。重ね読み 効果はここにある。　
また、 ﹃伊勢物語﹄の「初冠」を踏まえた﹃源氏物語﹄の「若紫
の垣間見の場面は、 ﹃伊勢物語﹄の色好み 受け継ぎ 批評 ていく﹃源氏物語﹄という影響関係 考えると、 「若紫」よりも前に「初冠」を授業で扱った方がよいわけである。このようなことに意識を向けることは、テキストが単一 作者によって書かれた作品いう固定したも で なく、前時代、同時代にある様々なテキストを踏まえ、対話されたこととし 気づかせ 契機とな 。　
ところで、このような同一テキストや前後するテキストだけでは
なく、時には現代文領域や直接の影響のないテキストとの関係に授業を構想することも可能性としてある。



















































































　「半濁音の使用が一般化するのは、江戸後期であり、それまでは、半濁音符が使用されることは稀 あっ 。無表記のままか、記号で表記されても、 「。 」の他に、 「、 」 「、 」 「〇」などもあった。したがって、半濁音符「。 」の一般化までの空白が問題となる。近年 この点に関して、江戸時代の唐音資料を調査した沼本克明により 新しい道筋が示 た。すなわち、唐音資料の音写法に関わる記号に「。 」があり、この記号は、唐音を注記するために、半濁音だけでなく、その他 注意すべきに付されたが、日本語側資料への浸透過程で、半濁音と「さ
（〇） 」 （
[tsa] ） 、 「せ（〇） 」 （ 「







































































﹃禁秘抄﹄によると殿上の間の調度に「火櫃二」があり、これは「十月ヨリ三月ニ至ル。四月ニ至リ撤ス」とある。宮中のしきたりはよく守られるから、村上天皇の話の起こった季節は、「火櫃」の撤去されていない寒い時期である。一方、 「蛙」は、この季節に 冬眠中である。冬眠中の蛙が、何か 拍子に目をさまし、御殿の階を這い上って、殿上 間の火櫃 火中にダイビングして みごとに焼身自殺に成功する確率は、ゼロに近い。とすれば、この蛙 、自分の意志で火中へ跳躍した ではなく、誰かが人為的に投げこんだこと な 。賢王 ほまれ高い村上天皇が、そんなことをなさるはず ない。とすると 村上天皇は、先の話の、雪の庭 出て梅の花をお折りになった時、梅の枝に百舌か何かが突きさし いた蛙のミイラ 目をおとめになって、これも何 に役立つだろうとお持ち帰りになったのではあるま か。そして これを火中 投じて、煙のあがるころを見 からって、兵衛の蔵人にそ 偵察をお命じになた︱こう私は空想する。　
村上天皇は、先の話でも、今度の蛙の話でも、兵衛の蔵人に



















　「項羽の方に顔を向ける。項羽を正視する。一説に項羽から顔をそむける。項羽から旧知ではないかと詰問され 思わず顔をそむけた、とするのである。この部分は、従来の注釈でも解釈が割れている。 ﹃集解﹄の「如淳曰、面、不正視也 」というのは後者の意味であり、 ﹃考証﹄の「洪頣煊曰 面、向 、謂向視之、 」は前者の意味であ 。なお 中国には古来 反訓といって、本義と反対の意味に文字を用いることがある。例えば



















































































) では、 「き」 、
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